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抄 録

結 核 專 門 雑 誌

BeitragezurKlinikderTuberkulose,Bd.81,H.6,1932.

結 核 ノ「ク リニ 。ク」二封 ス ル肺 炎性 経 過 ノ意 義

FrankKellner:DieBedeutungpneumonischer

ProzesseftirdieKlinikderTuberkulose.

「ク ルレップ」性 肺 炎 ト氣 管 枝 肺 炎 ト ノ匠 別 ハ、 臨 抹 學 的

ニ モ 、亦 病 理 解 剖 學 的 ニ モ、匠 別 ガ困 難 ナ ルレ場 合 が ア

ルレが、 肺炎 ハ、1)大 葉 性 、2)中 心 性 若 ク ハ肺 門性 、

3)粟 粒 性 トニ分 類 ス ルレ事 ガ出來 ルレ。 而 シ テ是 等 ハ、

理 學 的 ニ モ、 「Vン トゲ ン」的 ニ モ、肺 結核 ノ種 々ノ形

ト同 一 ノ症 状 ヲ呈 ス ルレコ トガ 屡 くア ルレが、 ソ ノ類 症

鑑 別 二重 要 ナ コ トハ 、病 歴 ヲ精 査 ス ルレコ ト、喀疲 ノ検

査 、及 ビ 「レ ン トゲ ン」爲 眞 ヲ繰 返 ン撮 影 ス ルレコ トガ肝

要 デ アルレ。 「ツベ ルレク リン、 ア レルレギー」ハ、結 核 ノ感

染 ヲ謹 明 ス ルレコ!・二止 マ リ、現 症 ノ性 質 ヲ詮 明 ス ルレモ

ノデ ハ ナ イ。(矢 部 抄)

炭沈 著 硬 髪淋 巴腺 ノ氣管 枝 内 穿孔 ニ ヨ ル 臨 躰 的

及 ビ「レン トゲ ン」的 症状

A.Beutel&FPor:Klinischeundr6ntgenologische

ErscheinungenbeiderPerforationanthrakotisch

indurierterLymphknotenindenBronchus.

66歳 ノ婦 人 、 化 膿 性 氣 管枝 炎 ノ症 状 ヲ呈 ン、1レ ソ ト

ゲ ン」診 噺 ニ ヨ リ氣 管枝 癌 ト診 噺 セ ラ レタ ルレ者、 解 剖

ニ ョ リ、雨 側 下葉 ノ氣 管枝 内 二炭 沈 著 硬墾 淋 巴 腺 ノ穿

孔 ニ ョルレコ トヲ詮 明 セ リ。(矢 部 抄)

結 核 性 磯 膜 炎 ノ研 究

第 五 報 結 核 性 磯 膜 炎 ノ成 生 二就 テ

D.Orosz:StudienUberdieMeningitistuberkulosa

ZurEntstehungderMeningitistuberkulosa.

早 期 二 次 的結 核 性 磯 膜 炎1・ ハ、 結 節性 紅 斑 ヨ リ4-6

週 間 ニ シテ登 病 シ、 晩期 二 次 的結 核 性 鵬 膜 炎 トハ、號

病 誘 因 ヨ リ2-3ケ 月 ニ ンテ駿 病 ス ル モ ノ ヲ云 フ ト。

(矢 部 抄)

時 代 病 ト シテ ノ結 核 二關 ス ル研 究 ノ綾 キ

Kr.F.Andvord:FoitsetzungmeinerStudienUber

TuberkulosealsGenerationskrankheit.

「ノー)レ ウェー」二於 ケ ルレ1896年 ヨ リ1929年 二至 ルレ結

核 ノ死 亡 率 ヲ見 ルレニ乳 見 ノ死 亡 卒 ・・1901ヨ リ1905年

二 著 シ ク減 少 シ、20-25歳 ノ死 亡 率 ハ、1921年 ヨ リ

1925年 二著 シ ク減 少 ン、 ソ ノ他 ノ年 代 二於 テ ハ著 ン

キ減 少 ナ ク、結 核 ノ死 亡 傘 が年 代 ニ ヨ リ高 低 ア ルレコ ト

ヲ示 セ リ。(矢 部 抄)

雨側 肺 尖 整 形 術 ノー例

H.Jessen:VbereienFallvondoppelseitiger

Spitzenthorakoplastik.

35歳 ノ男子 ニ ンテ、 雨 側 肺 尖 二 巨大 ナ ルレ空 洞 ヲ有 ス

ルレ患 者 二、 雨 側肺 尖 整 形 術 ヲ行 ヒ、喀 疾fiヒ減 少 ン、菌

鍛 減 少 シ、臨 脈 的 輕 快 ヲ搬 タ ルレ1例 ヲ報 告 セ リ。

(矢 部 抄)

小 見 期 二於 ケ ル 特 二氣 管枝 性 肺 結 核 二就 テ

L.deVelasco:Untersuchungentiberdiebrochogene

TuberkuloseindererstenKindheit.

9ケ 月 ヨ リ6歳 二至 ルレ小 見結 核32例 二就 テ、 肉 眼 的

併 ビ ニ顯 微 鏡 的検 査 ヲ行 ヒ、8例 二於 テ初 感 染 竈 ノ空

洞 化 、2例 二於 テ軟 化 セ ルレモ未 ダ 空 洞 二至 ラザルレモ

ノ6例 二於 テ氣 管枝 淋 巴 腺 ノ氣 管 枝 内 破 裂 ニ ヨ リ幕

移 セ ルレモ ノ ヲ誰 明 セ リ。(矢 部 抄)

小 學 期 二於 ケ ル「レ ン トゲ ン」像 ニ ヨル胸 部 結 核 ノ

種 類 卜急 性 新 生 「プ リク テ ー ン」ノ意 義

KurtNUssel:DieintrathorakaleTuberkuloseform

imR6-BildedesSchulaltersundihreBedeutung

beiakutenfrischenPhlykt五nebildung.

結 核 見 童 二於 ケ ルレ 「プ リ クテ ー ン」 ノ度 ハ1%二 過 ギ

ズ、 男 見 ヨ リ女 見 二 多 ク、特 二肺瘍 性 経 過 ヲ有 ス ルレ者

二多 キ モ、 「レ」線 像 二於 テ停 止 性 ノモ ノ、若 ク ノ・胸部

外 二圭 病 竈 ヲ有 ス ルレモ ノ ニ於 テ モ 「ブ リク テ 幽 ン」 ト

相 關 關 係 ヲ有 ス ルレモ ノ ト推 定 ン得 ルレモ ノ ア リ。

(矢 部 抄)
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成 人肺 結 核 早期 護 病 時 ノ判 定 二封 ス ル 「レ ン トゲ

ン」診 断 ル境 載 二就 テ 臨 跡 的 方 面

Alb.Fraenkel:t〕berdieGrenzenderR6ntgendiag-

nostikfUrdieBeurteilungderKrankheitsanfange

beiLungentuberkuloseErwachsener.A.Klinischer

Teil.

初 期 圓形 病 竈 ト、 非 特 異 性 圓 形 病 竈 ト、石灰 化病 竈 ヨ

リ爆 號 セ ルレ播 種 病 竈 ト、隠 レタ ルレ空 洞 ノ號 見 二就 テ述

べ實 地磐 家 ト、 「レ ン トゲ ン」專 門 家 ト ノ提 繋 ヲ 説 ケ

リ。(矢 部 抄)

成 人 肺 結 核 ノ早 期 獲 病 時 ノ判定 二蜀 ス ル 「レン ト

ゲ ン」診 断 ノ境 域 二就 テ 病理 解 割學 的 方 面

H.Wurm:VberdieGrenzenderR6ntgendiagnostik

fiirdieBeurteilungderKrankheitsanfangebei

LungentuberkuloseErwachsener.B.Pathologisch。

anatomischerTeil.

Dietl氏 ノ初 期病 竈 ノ爆 猶 、Aschoff氏 ノ思 春 期 肺瘍 、

Gohn氏 ノ内 因 的淋 巴腺 再 感 染 ノ淋 巴 血 行性 肺 維 過、

Anders氏 ノ成 人 肺 瘍 二封 シテ、 著 者 ・・初 期 ノ肺 瘍 特

異性 ノ意 義 ヲ、初 期 攣 化 群 ヨ リ振 大 セルレ血 行 性 播 種 ト

ソ ノ再 感 染 トノ關 係 及 ビ肺 尖搬 痕 トニ置 ケ リ。

(矢 部抄)

「レ ン トゲ ン」ノ見地 ヨ リ見 タ ル肺 結 核 ノ早 期診 断

二就 テ

GustavHerrnheiser:FrUhdiagnostikderLungen .

tuberkulosevomr6ntgenologischenStandpunktaus.

初 期 病 竈=就 テ、Assmann,Romberg,Ickert,Lydtin,

Redeker,Fleischner諸 氏 ノ訊 二就 テ、初 期病 憂 像 ノ大

サ、 形 、境 界、 陰 影 濃 度 、 形 態 二就 テ述 べ、陰 影 二就

テ ノ ミ論 ズルレナ ラバ、多 ク ノ初期 病 攣 ヲ見逃 ス デ ア ラ

ウ、 肺 ノ構 造 陰影 ノ分 析 ヲ明 ニ ン、病 攣 初 期/陰 影 ヲ

研 究 ス ルレコ トヲ要 ス ト。(矢 部 抄)

遠 距離 ニ ヨル立 膿 「レン トゲ ン」爲 眞 ニ ヨ ル胸 廓 内

小 回形 陰影 ノ鑑 別 診 断 二就 テ

Partearroyo,Minana,Blanco:Stereoradiographie

miterweiterterDistanzinderDifferentialdiagnostik

derkleinenrundenSchatteninnerhalbdesThorax .

血 管 ガ切線 ノ方 向 二投 影 セ ラ ルレ・場 合 、「vン トゲy」

像 二於 テ結 節 ト誤 ラ ルレ ・小 圓 形 像 ヲ示 ス コ トア リ。2

mノ 距 離 二於 ケ ルレ立謄 「レ ン トゲ ン」鳥 眞像 二sリ 、異
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レルレ方 向 ヨ リ撮 影 セ ルレ爲 興 ヲ比 較 ン、血 管 ニ ヨルレ小 圓

形 像 ハ、 部 位 二於 テ 、肺 門 及 ビ側肺 門 部 二多 ク、 時 二

末 梢 部 二於 テ ハ肺 ノ基 部 二現 レ、撒 ハ 少 数 ニ シ テ、 背

景 ハ、血 管 ノ線 状 陰 影 ヲ件 フ場合 二多 ク、大 サ ハ コ レ

ニ件 フ線 状 陰 影 ト直径 略 く等 ン 〃、形 ハ 圓形 叉 ハ楕 圓

形 、 陰 影 均 質 性 ハ 均 等 ナ ルレニ反 シ、眞 ノ結 核 病 竈 ニ ヨ

ルレ小 圓 形 陰 影 ハ 、部 位 不 定、 数 ・・多 ク、群 集 ス ルレコ ト

多 ク、 背 景 ハ特 殊 ノ關 係 ヲ有 セ ズ、大 サ不 定 、形 ハ不

規 則 、 陰 影 ノ均 等性 ハ、中心 二陰 影 核 ヲ有 ス ルレコ ト多

シ。(矢 部 抄)

結 核 患者 ノ心臓

St.Dedi6:DasHerzderTuberku16sen.

比 較 的 小 ニ シ テ且 ツ狭 イ心 臓 ヲ 有 スルレ者 二特 二肺 結

核 ガ獲 達 ス ルレ ト云 フ コ トハ ナ イガ、既 二進 行 セ ルレ肺 結

核 二就 テ ハ、小 弱 ナ ルレ心 臓 ヲ有 ス ルレ者 ハ不 利 ナ影 響 ヲ

受 ヶ ルレモ ノデ ァルレ ト。(矢 部 抄)

南 側 ノ 繊 維 素 性 肋 膜 炎 及 ビ 織 維 素 性 肺 ノー例 二

於 ヶ ル雨側 性 乳 慶 胸 乳 廉 心嚢 乳 歴 腹 水

氣 管枝 肺 炎 ヨ リ、右 側 膿 胸 ヲ生 ジ、治療 後 肋 膜 肥 厚 ヲ

生 ジ次 デ 左 側 二急 性 肋膜 炎 ヲ生 ジ、厚 皮 ヲ形 成 ン、 雨

肺 ノ繊 維 素 壇殖 ヲ生 ジ、小 循 環 ノ撹 血 ヲ來 シ、淋 巴管

ノ攣 位 ヲ起 シ雨 側 二乳 魔 胸 、及 ビ乳 魔 心嚢 、 乳 魔 腹 水

ヲ起 セ ルレ1例 ヲ報告 セ リ。(矢 部 抄)

光線 、 「ディア テ ル 三一」及 ビ食 餌 療 法 ニ ヨル皮 膚

結 核 ノ外 來 診 療成 績 二就 テ

SorenC.Dalsgaard:AmbulatorischeBehandlung

derHauttuberkulosedurchLicht,Diathermieund

Didt.

外 來 ニテ 減 璽食 餌1・、石英 燈 及 ビ「ソ ラックス」 ト 「ディ

ア テ ルレミーJニ テ 皮 膚結 核 ノ4例 二 就 テ極 メ テ 良好 ナ

ルレ成 績 ヲ得 タ ルレコ トヲ報 告 セ リ。(矢 部 抄)

特 殊 結 核 治 療 剤AOノ 動 物實 験 ニ ヨル債 値 軍 位

ノ測 定 二就 テ

R.Arima&S.Taniguchi:UberdieBestimmung

derWerteinheitdesSpezifischenTuberkulosemittels

AOdurchTierversuch.

家 兎 二於 テ 副 作 用 ヲ生 ゼ ズ治 癒 数果 ヲ 有 ス ルレ最 小 量

ヲー 免疫 元輩 位1・ ン、動物 ノ實 験 ニ ヨ リ、 活 動 性 免 疫

ヲ詮 明 セ リ ト。(矢 部 抄)
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TheAmericanReviewofTuberculosis.Vol.XXVII.No.3.March,1933.

酒 精 ト結 核

LawrasonBrownandJosephT.Eagan:Alcoholand

Tuberculosis.

Brehmer及Dettweilerニ ヨ リ結 核 治 療 上 酒 精 飲 用 ガ

有 敷 ナ リ ト圭 張 サ レ・テ 以 來 欧 米 各 國 デ ハ 色 々ナ研 究

ガ蛮 表 セ ラ レ現 今 デ ハ 次 第 二治 療 二用 フルレコ トハ少

ク ナ ツ テ來 タ。米 國 ノ肺 結 核 ノ臨 休 大 家 ノー 人Austin

Flintノ ・之 ヲ興 奮鮒 トンテ大 二飲 用 セ シメ馨 師 モ 患者

モ有 数 ナ リ ト信 ゼ ラ レタ(19世 紀 末)が 今 日デ ハ馨 師

ハ 最 早 之 ノ療 法 ヲ支 持 ンナ ク ナ ツ タ。 近 時 ノ藥 理 學

的研 究 ニ ヨ レバ酒 精 ハ吸 牧 後 ハ 鎭 痛 剤 トシ テ 働 ク コ

トガ剣 ツ タ。 佛 國 ノ如 キ住 民 ノ多 数 が酒 ヲ 多 量 二清

費 ス ルレ國 二於 テ サ へ 酒 精 ト結 核 問 題 ガ 論 議 サ レ強 酒

ハ 登 病 原 因 ノ要 素 デ ア ルレ ト注 意 サ レテ居 ルレ。猫 乙 デ モ

ヤ ハ リ同 標 ナ結 論 ヲ得 テー 般 ノ注 意 ヲ喚 起 シテ居 ルレ。

欧洲 デ ハ肺 結 核 ノ治 療 二酒 精飲 用 ノ 節 制 ヲ 強 張 サ レ

テ 居 ル ニ拘 ハ ラ ズ米 國 デハ 今 倫 過飲 二 昭 ツ テ 居 ルレ ノ

ハ 注 意 ス ベ 〃興 味 アルレコbデ ア ルレ。 多 ク ノSanatoria

デ ハ 酒精 ヲ販 費 ンテ 利 盆 ヲ 牧 メ テ居 ルレガ猫 ソ ノ節 制

ニ ハ注 意 ジテ居 ルレ ト云 フ。米 國 デ ハ禁 酒 法 制 定 前 ニ ハ

保 養 地 デ ハ 患 者 ノ好 ム ニ 委 セ テ之 ヲ 與 ヘ テ居 タ ガ禁

酒 國 トナ ッタ 後 ハ倶 樂 部 等 ノ 禁 酒 状 態 ハ不 明 デ ア ルレ。

酒 精 ヲ 患 者 二飲 用 セ ン メ ルレコ トハ飲 料 トシテ 又 患 者

ノ症 状 ニ ヨ ッ テハ正 當 ナ事 ガ アルレ。酒 精 ガ結 核 二直接

二及 ボ ス影 響 ・・極 輕 微 デ アツ テ禮 組 織 ガ ソ ノ爲 二好

影 響 が アツ タ ト云 フ事 實 ハ ナ イ。反 之 過 量 ヲ用 ヰ タ場

合 ニ ハ結 核 其 他 ノ薗 二i封ス ルレ膿 力 ノ 減 退 ヲ 來 ス コ ト

ハ明 トナ ツ テ居 ルレ。酒 精 愛 好 者 ハ唯 症 状 二封 ンテ良 好

ダ ト云 フ ノ ミ ダ。Turbanノ 云 フ ニ ハ酒 精 ヲ自 由 二用

ヰ タ場 合 ハ胸 部 ノ水 泡 音 ハ 減 ルレコ トハ ア ルレが一 時 的

二過 ギ ナ イ ト。肺 結 核 患 者 二榮 養 物 トシテ與 ヘ ルレガ ソ

ノ債 値 ハ 輕 微 ダ。 身 膿 ハ24時 間 内 二純 酒精 ヲ1--2

0uncesシ カ酸 化 デ キナ イ。 然 ンtonicト シテ用 フ

ルレ ト食 慾 ヲ増 シ ア ルレ患 者 ニ ノ・Cocktai1ト ンテ叉 ノ・

WhiskyヤCognacヲ 少 量 二與 ヘ ルレ ト食 慾 ヲ 塘 ン清

化 ヲ助 ケ ル。Stout,beer,bitteralegoodwineノ 少

量 ハ 同様 ナ ルレ働 ヲス ルレ。食 間 二卵 叉 ハ牛 乳 ヲ要 求 ス ルレ

患 者 ニ ハbrandy叉 ・・whiskyヲJ少 量 入vテ ヤ ルレ トヨ

1。 不 眠 者 二 ・・beer叉 ハalbヲ ー 盃、 叉 ・・whisky

少 量 ヲ 就疲 時 二與 ヘ ルレト有 数 デ ア ルレガ 危 瞼 ナ代 物 デ

ハ ア ルレ。ginハ 呼 吸 困難 ニ ハ 時 ニ ハ ヨ イが結 核 患 者

ニ ハ他 ニ モ ツ ト有 数 ナ 藥 刺 がア ルレ。 末 期 ノ患 者 ニハ

brandy及champagneガ 大 ナ ルレ債値 ノ ア ルレ事 が アルレ。

氣 候 が寒 ク高 所 デ ハ酒 精 ハ有 害 デ アルレ。酒 精 ハ喉頭 ヲ

刺 戟 ン、咳 漱 ヲ増 ン胃 ヲ刺 戟 シ頭 痛 ヲ起 ス 者 ニ ハ禁 忌

デ アルレ。 叉 喀 血 或 ハ共 後 二使 用 ンテ ハ ナ ラ ヌ。多 ク ノ

騨 経 質 叉 ハ興 奮 性 ノ患 者 ハ之 ヲ飲 用 シナ イ ガ ヨイ。永

イ間 之 が飲 用 二馴 レテ居 ルレ 中年 者 ニ ハ 切 二制 限 シ若

自制 ガ デ キ ナ ヶ レ〆バ禁 止 ス ベ キ デ ア ルレ。叉 次第 二其 飲

用 ヲ止 メサ セ レバ著 シイ敷 果 ガ ア ルレ。輕 イ快 感 ヲ起 ス

如 キ量 ヲ取 ルレ時 ハ注 意 ヲ要 ス ルレ。多 量 二與 ヘ ルレ ト示申経

中櫃 ヲ害 シ結 核 ハ増 悪 ス ルレ。 米 國 ノSanotoriaデ ・・

酒 精 ヲ庭 方 ス ルレ。TrudeauSanatoriumデ ノ・實 際 ハ使

用 シナ イ。 患 者 ノ・酩 酊 ハ 即時 退 院 ヲ 意 味 ンテ居 ルレ。

Wine叉 ノ・他 ノ酒 精 飲 料 常 飲 患 者 が保 養 地 デ禁 酒 スルレ

コ トハ 必 ズ シ モ絶 封 的 デ ハ ナ イ。禁 酒 令 後 数 年 間 ハ留

師 ハ 酒 精 ヲ塵 方 ス ルレニ許 可 ヲ 要 ス'レ コ トヲ考 慮 シナ

クテ モ ヨ カツ タ が最近 ニナ リ常 飲 患 者 二 虜 方 ス ルレノ

ガ必 要 ナ場 合 が アル コ トヲ感 ジルレ様 ニナ ツ タ.

(寺 尾 抄)

氣候 及 海 抜 高 度 ノ轡 化(結 核患 者 二封 ス ル影 響)

E.W。Phillips:ChangeofClimateandAltihide.・

1.ItsEffectsonTuberculosisPatients.

3009人 ノ肺 結 核 患 者(2/3ハ 遙 二進 行 ン タ 患 者)ガ 冬

季 ハArizona/Phoenix(1.079feet)一 居 リ夏 季 ・・

5.300feetノ 高 地 二在 ツ タ 者 ガ10月_ハPhoenix

二蹄 選 シタ人 々二就 テ氣 候 的攣 化 が膿重 、脈 搏 、盟 温

及 ビ喀 血 二及 ボ ス影 響 ヲ検 討 シタ モ ノデ ア ルレ。是 等 ノ

患 者 ガ住 居 ンタ所 ハ空 氣 ハ 乾 燥 ン 日光 ハ 豊 二年 中戸

外 ノ温 度 ハ氣 持/ヨ イ モ ノデ ァ ッタ。共 禮 重 曲 線 バー

定 ノ季 節 的 傾 向 ヲ 示 シ 日ノ長 サ ト 日光 照 射 ノ強 サ ニ

明 二關 係 ンテ居 タ。彼 等 ハ4月 カ ラ7月 迄 ハ 盟 重 が減

ジ他 ノ月 ニ ハ塘 加 シタ。然 ン膿 重 ハ 氣 温 比灘 日光 ノ可

照 率 ニ ハ左 右 サ レ・ナ クヌ,土地 ノ 高 度 ノ攣 化 二影 響 サ

vナ ィ。 盟 重 増 加 ハ女 ハ 男 ヨ リモ少 イ。 男 女 共 二113

以 上 ハ低 地 ヨ リ高 地 二異 動 シタ 時 ハ 脈 搏 バ カナ リ速

トナ ツ タ。此 速 脈 ハ其 臨 殊 的 ノ活 動 性 増 加 トハ亭 衝 ン

ナ ク豫 後 的 ニハ 不 良 ノ意 味 ハ ナ イ。低 地 二蹄 還 ス ルレ ト

共 二減 ジタ。叉 是 等 ノ患 者 ノ膿 温 が有 熱 デ モ正 常 デ モ

氣 候 ヤ 高度 ノ攣 化 ニハ 影響 サ レナ カ ツ タ。喀 血 が起 ルレ
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ノハ高 地 モ低 地 モ 殆 ド同 様 デ 凡 テ ノ 患 者 ハ調 整期 間

中異 常 ナ安静 ヲ 守 ツ テ移 サ レタ トハ 云 へ 高 地 二移 ッ

タ タ メ ニ肺 出 血 ノ傾 向 ヲ來 ンタ ノがナ イ。

(寺 尾抄)

喀疫 中 ノ結 核 菌 培 養 二蜀 ス ル培 養 基 藪 種 ノ比 較

M.F.Shaffer:AComparisonofCertainMediafor

theCultivationofTubercleBacillifromSputum.

i著者 ハCorperandUyei,Dorset,Lubenan,Petrag-

nani,Petroff,SweanyandEvanoff/6法 ノ 培 養 基

ヲ比 較 シテ喀 疾 ヨ リ ノ結 核 薗 培 養/偵 値 ヲ 定 メ豫 テ

Corper・Uyei法 ヲ少 シ攣 更 シ テ6%H2SO4ヲ 以 テ42

株 ヲ豫 備 的 施 置 ヲ行 ツ テ ソ ノ成 績 ヲ比較 研 究 シタ.

Corper-Uyei法 ハ其 陽 性 卒 最 モ多 ク操 作 ノ簡 軍 ナ ノ1・

成 績 ノ勝 レタ 黒占トデ最 モ推 奨 ス ルレニ 足 ルレモ ノデ アルレ。

Petragnani法 ・・前 後 二甚 ダ近 イ成 績 ヲ示 ンタ故 ニ ヤ

ハ リ推 奨 ンテ ヨ イ。コ ノ四法 ハ他 ノ法 二比 シテ 陽性 率

ハ遙 ハ勝 レテ居 タ。

Dorset,Petroff,Sweany-Evanoff法 ハ何vモ 同 等 デ ア

ルレガ是 等 二比 セ バLubenau法 ノ・勝 レ テ居 ル。

コ ノSeriesデ ハ培 養 法 ノ・夫 自身 デ ハ少 イ ノモ顯 微 鏡

的検 査 ト 同 ジデ アツ テ ドチ ラ カ ト云 ヘ バ 顯 微鏡 検 査

ヨ リハ勝 レテ居 ルレ。42實 験 例 ノ内 顯微 鏡 デハ33例y

力陽性 ハ ナ イ が培 養 管 デ ハ37例 が陽性 デ アルレ。

要 ス ル ニ疾 カ ラ常 ノ如 ク結 核 菌 ヲ 分 離 培 養 ス ルレ時 ハ

Corper・UyeibPetragnani法 ノ雨 法 ヲ用 フ ルレコ トヲ

奨 メ ルレ。

第 一 次培 養 ヲ分 解 ン テ所 謂R及Scolonies二 分 ケ ルレコ

b・・殊 二Petroff法 ニ ヨ ク見 ラ レ タ。(寺 尾 抄)

抵 抗 カ ヲ異 邑 ス ル 動 物 ノ結 核 菌 肺 感 染 ニ ヨル組

織 反 憲 ノ比 較

ArthurJ.Vorwald.A.ComparisonofTissueReac・

tionstoPulmonaryInfectionwithTubercleBacilli

inAnimalsofVaryingResistance.

人 型 結 核 菌 ヲ膿 重1Kilogr.二 付0.1mgm.ノ 割 二天

竺 鼠 、 猿 、犬 、家 兎 、 白鼠 、猫 、雛 ノ静 脈 内 二注 射 ス

ルレニ凡 テ ノ例 二於 テ肺 組 織 ハ 肺 内淋 巴組 織 二 封 照 シ

テ静 脈 内 二注 射 サ レタ結 核 薗 ノ大 部 分 ヲ 留 保 ン且初

期 ノ細 胞 反1態 ハ薗 ノ入 ツ タ鮎 二起 ツ タ。肺 ノ淋 巴 系構

成 ハニ次 的 ノ關係 が ア ツ タ ノ ミデ アルレ。

動 物 ノ感 受 性 ヲ 研 究 ス ノレニ ハ各 個 ノ細 胞 反 磨 ノ廣 サ

ヲ測 定 シテ示 標 トンタ。之 ニ ヨルレ ト天 竺 鼠 ト家 兎 ハ初

メ ハ同 ジ様 ナ強 サ ノ反 慮 ヲ 示 シタ ガ終 ニ ハ 現 バ レルレ
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結 核 性 組 織 ノ量 二於 テ大 二異 ツ テ來 タ。天 竺 鼠 ハ1ケ

月 デ ハ 最 モ感 受性 ノ強 イ 動 物 デ ア ツ テ 家 兎 ハ ヨ ク抵

抗 力 が強 イ。反 之 白 鼠 ト雛 トハ早 期 ニ ハ天 竺 鼠 ヤ家 兎

ヨ リハ 反磨iハ輕 微 デ1ケ 月 二於 テ ハ 抵 抗 力 ハ 決 定 的

ニ ヨ リ張 イ。猿 ト犬 ハ1日 デ ハ最 少 ノ反 膳 ヲ示 シテ前

記 ノ何 レ ノ動 物 ヨ リモ少 イ が 終 期 ニハ結 核 性 反 鷹 ハ

天 竺 鼠 ヨ リモ ヨ リ狭 イ が 家 兎 白鼠 雛 ヨ リモ廣 範 園 二

反 磨 ス ルレ。猫 ハ初 ニ ハ最 鈍 イが猿 ヤ犬 トハ異 リ終 極 ニ

ハ最 抵 抗 力 ノ強 イ動 物 デ ア ルレ。故 二感 受 性 ノ攣 化 ハ初

期 細 胞 反 旛 ノ強 サ トハ卒 行 シナ カ ツ タ.

天 竺 鼠 、家 兎 及 白鼠 二於 テ ハ 中性 多 核 白血球 ハ結 核 薗

ヲ局 部 二留 メ ル重 大 ナ役 ヲナ シ 途 ニ ハ細 菌 ヲ 含有 セ

ルレ是 等 ノ白血球 ハ 大 輩 核 滲 出球(1argemononuclear

exndatecells)ニ ヨ リ喰 蓋・サvル レノ ヲ善 通1・ス ル。反 鷹

ガ モ ツ1・成 熟 セルレ場 合 二於 テ ノ・mononuclear-exudate

cellハ 凡 テ ノ動 物 二於 テ ハ優 勢 ナ ルレ型 デ ア ツ タ、是 等

ノ細 胞 ノ鑑 別 ・・固 定 組 織 中 デeosinazureデ 染 色 ス

ルレ トmonocytes1'Clasmatocytesニ ハ デ キ ナ ・f。」叉

是 等 ノmononuclear-exudatecellsト 各 種 ノ個 膿 ノ結

核 感 受 性 トノ間 ノ關係 ハ剣 ラ ナ カ ツタ。種 族 ノ反 慮 性

一 ハ景 的 及 質 的 二明 白 ナ相i違 が ア ツタ。質 的 ノ物 ノ・細

胞 反 慮 ノ形 二於 テ 相 違 ガ ア リ質 的 ノモ ノハ 各 期 ヲ通

ジテ アルレ種(species)ノ 多 核 白血 球 ノ存 在 ニ ヨ リ知 ラ

レタ。他 ノ種 二於 テ ハ 是 等 ノ細 胞 ハ 晩期 反 磨 二於 テ ハ

飴 リ與 ラナ イ。抵 抗力 アルレ動 物 ナ ルレ雛 二於 テ ハ1ケ 月

デ ハ ソ レ ラ ノ細 胞 ノ・反 鷹 ニ ハ現 ・・レテ來 ナ イ。乾 酪 化

ト細 胞 反 鷹 ノ特 型 ト ノ間 二 ・・恒 久 的 關係 ヲ 見 出 セ ナ

ナ ッ タ。(寺 尾 抄)

天竺 鼠 ノ感 作 及Tuberculoprotein二i射 ス ルレ

AIIergyFAnaphylaxisノ 産生

H.S.Re1chleandHarryGoldblatt,TheSensitizat-

ionofguineaPigsandtheProductionofAllergy

andAnaphylaxistoTuberculsp1℃tein.

本 試 験 ・・Nicolleが 噺 定 シ タprimarytoxicsubstance

ヲ得 ン ト企 テ タ モ ノダ が カク ノ如 キ物 質 ハ 諦 明 デキ

ナ カツ タ モ ノデ ア ルレ。

先 正 常 天 竺 鼠 二奮tuberculin及 正 常 天 竺 鼠 ノ眼 液 及

馬 血 清 ノ如 キ色 々ナ 補 助 物 質 ヲ1-10皮 内注 射 ヲ 行

ツ タ。 感 作 注 射 後3-8日 ヲ経 テ動 物 ヲ再 試 験 シテ 見

ルレb動 物 ・・定 型 的 二細 菌 性allergyヲ 示 シ タ.102試

験 動 物 中55ハ 此 現 象 ヲ呈 シタ.皮 膚 反 磨 ハ寧 口長 引

キallergictypeデ 水 庖 形 成 ヤ 潰 瘍 ・・ナ カ ツ タ ガ結 核
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動 物 二見 ラ レタ ノ ト寧 ロ同様 ナ モ ノデ アッ タ。同様 ナ

反 磨 ノ・Seibertノ 純 粋tuberculoproteinデ モ得 ルレコ

トガ デ キ タ。實 験 ノ初 ニ ハ動 物 ハ91ycerinbouillon二

敏 感 デ ナ カ ツ タ ガ奮tuberculinヲ 以 テ繰 返 シ注 射 シ

タ後 ニハ 之 二i封ス ルレ感 受性 ヲ現 ハ シタ。動 物 中 ア ルレ物

・・tUberculin/allergy二 封 ス ルレLongノ 睾 丸 試 験

ガ 陽性 ヲ示 シタ。 他 ノ動物 中 二 ・・tuberculin二 封 ス

ルレ弧 イanaphylacticsensitivityハDale試 験 ノ方 法

ニ ヨク知 ルレコ トカ"デキタ。補 助 物 質 ・・必 要 ナ ルレfactor

デ ・・ナ イ事 トtuberculin二i封 ス ルレ人 工 的sensitization

が巧 ク行 ツタ ト云 フ奮 來 ノ凡 テ ノ報 告 二 於 テ 本 質 的

要 素 ・・tuberculin共 物 デ ア ツ タ事 モ 確 ラ ン イ。他 ノ

人 々ガ是 等 ヲ 圭 張 デ キ ナ イ ノハ何 故 デ ア ルレカ ト云 フ

理 由 ヲ考 フル ニ共 失 敗 ハ 潜 伏期 ヲ 認 ム ベ キ事 ト500

gm.以 内 ノ動 物 ヲ 使 用 ス ル ト容 易 ニ ハ 感 作 サ レナ イ

事 叉 當 時alle]'9>/ヲ 他 昼 的 二測 定 ス ルレLongノ 睾 丸

試 験 ノ如 キ ガ知 プ レ・ナ カ ツタ タ メニ 多 分誤 ツ タ ノデ

ア ラ ウ ト思 バ レルレ。(寺 尾 抄)

Tuberculin軟 壱iヲ用 フル 「テ ー プ」試 験

ErnstWolff,ATestwithTuberculinOintment.

Tuberculinト 死 滅 ノ 結 核 菌 トヲ十 分 二 含有 セ ルレ軟 膏

帯 ヲ作i)之 ヲ第 九 乃 至 十 一 肋 骨 雨 側 二 貼 布 ス ルレ、48

時 間後 ニハ 陽 性 ノ 場 合 ニ ハpapule,erythema,in・

duration,pigmentationヲ 示 ス。 之 ノ方 法 ハ容 易 デ精

紳 的 ニ モ 氣 持 ガrク 奮tuberculinノ 皮 内反1態 二籐 リ

劣 ラナ/。 軟 膏 試験 ト皮 内試 験 トハ190人 ノ小 見 二試

ミタ ノニ凡 テ ノ稀 繹 度 デ ソ ノ合 致 率 ハ95.8%デ アツ

タ爾 軟 膏 試 験 ・・奮tuberculin100倍 稀繹 液 ノ皮 内反 慮

二匹 敵 ス ルレモ ノデ ァ ルレ。(寺 尾 抄)

X線 像 讃 影 記 載 法

H.B.Pikkle.AMethodofRecordingRoentgen・Ray

Readings.

病 歴 箋 二X線 鳥 眞 ヲ焼 付 ヶ テ 夫 々設 明 ヲ 記入 ンタ物

ハ保 存 及 ビ患 者紹 介 ノ際 二便 利 ナ ルレ鮎 ヲ 器 ゲ 尚 ホ該

用 箋 ノ爲 眞 ヲ示 セ リ。(寺 尾抄)

TheAmericanReviewofTuberculosisVol.XXVII.No.4,April,1933.

結 核 患 者 ノ感 情 ノ役 割

MarvB.Evre:TheR61eofEmotioninTuber-

culosis.

人 膿 ハ意"mind"ト 膿"body"1・ ガ分 離 ンテ居 ルレ

モ ノデ ハ ナ ク共 環 境 二i封 シテ ハ ー元 的unitarywhole

二反 磨 ス ルレ。人 類 ハ動 物 ヨ リモ大 ナ ルレ脳 髄 ヲ有 ス ルレガ

故 二極 限 内 デ ハ蛮 育 勢 力 ノ方 途 ヲ 揮 ビ且 使 用 ト疲 勢

短 縮 ヲ計 ルレコ トー ヨ リ憩 経 系 ヲ 獲 達 セ ンメ ルレコ トが

出 來 ルレ。 感 情 ハ勢 力/1ツ ノ形 デ ア ッ テ筋 、腺 内 デ放

勢(discharge)ス ルレモ ノデ 結 核 患 者 二於 テ ハ感 情 ノ機

械 的 量 ヲ認 ム ルレコ トが大 切 テ'アルレ。 感 情 ト行 動 準 備

ハ 交 感 紳 経 ノ刺 戟 ニ ヨッ テ ナ サv!實 行(bringabout)
り

1・云 フ本質 ヲ認メルレコ トガ大切デアツテ帥チ交感紳

経 ニヨリ激 ンイ行動 ノ準備 ヲンタ時叉 ノ・行動ガ妨ゲ

ラレ遅延ンタ時ニハ肉禮ハ害セラレルレ。結核ハ共経過

が長 ク肚會的關係ノ煩悶、財政上 ノ重荷隔離等 ノタメ

ニ感情 ヲ養 ヒ修養スルレニ特二適ンタ疾患デアルレ。叉結

核二於テハ恐怖、怒、櫓悪ハ最モ困ルレ感情デアツテ而

モ恐怖ハ實際普遍 ンテ居ルレ、結核二善通アル感情的症

状ハ特異的毒素 二因ルレモノデハナイ。

患者ニハ慰安 ヲ與へ叉放勢手段 トンテ共排出法 トシ

テ 人 二磨 ジ テ智 的 修養 ヲス ルレコ トガ大 切 デ ア ルレ。要 ス

ルレニ膿 内 ニ ア ルレ恢 復 勢 力 二信 頼 シ テ 樂 天 圭義 トナ リ

危惧 ヲ去1ル勇 氣 ト 忽 耐 ハ威 大 ナ ルレ'治療 償値 ノ アルレモ

ノデ 之 ・・人 類 ノ與 ヘ ラ レタ最 高 ノ藝 能 デ アルレ。

(寺 尾 抄)

肺 結 核 二於 ケ ル 胃 機 能

SeymourJ.Cohen.TheGastricFunctioninPulmo・

naryTuberculosis.

肺 中 ノ結核 機 構 が 増 悪 ス レバ 胃液 中 ノ遊 離 酸 ハ之 二

相 晦 シテ 減 少 ス ルレ。色 々ノ時 期 ノachlorhydiaノ%ノ 、

亭 均7%位 デ 此%ハ 非 結核 患 者 二 於 ケ ルレモ ノ1・it際

上 同 ジ デ アルレ。叉 結 核 患 者 二於 テ ハ遊 離 酸 ガ生 ズルレ爲

ノ潜 伏 期 ハ増 加 ス ルレ。而 シテ 胃 ノ蓮 動 ハ正 常範 圃 内 ニ

ァルレ。Pepsinノ 濃 度 ハ遊 離 酸 度 ノ%ト 正比 例 ンテ攣

化 ス ルレ。 有 熱 患 者 二於 テ ハachlorhydriaノ%・ ・無 熱

者 ノ3・5倍 デ ア ルレ。 患 者 ノ20.8%・ ・入 院 時 二1胃腸 障

碍 ヲ訴 ヘ ルレガ患 者 ハ 胃 腸 障 碍 ノ症 状 ト云 フ ヨ リ寧 ロ

合 併 症 ヲ呈 シ從 ツ テ結 核 前 駆 清 化 不 良(pretuberculous

dyspepsia)ト 云 フベ キデ ナ イ。(寺 尾抄)

結 核 二於 ケ ル血 堅

A.R.Masten.TheBlood・pressureinTuberculosis.
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AStudyof230ConsecutiveTuberculosisPatients.

肺 結核 患 者230人 二於 テ血 墜 ヲ 測 定 シ タルレ トコ ロニ

ヨ レバZF均 血 歴 ハ正 常 範 園 内 ニ ア リSanatorium療 法

デ ヨク ナ ラナ イ確 定 的低 塵 者 ハ豫 後 ハ不 良 デ ア ルレ。臨

鉢 的 二良好 ナ 患 者 ノ75%ハ 血 歴 ガ塘加 ン膿 重 培 加 ヲ

來 シタ者 ノ75%ハ ヤ ・・リ血墜 ガ培 加 シタ.禮 温 ハ血

歴 ト・・一定 ノ關係 ・・ナ クSanatorium療 法 ノー 定 期 ノ

後 ニハ 亭 均 血歴 ハ 上 昇 ス ルレ。(寺 尾 抄)

酵 母 様微 生 物 ノ存 在 ニ ヨ リ合 併 症 ヲ 起 シ タル 汎

獲 性結 核

Henry,W.Ferris.GeneralizedTuberculosisCompli・

catedbyPresenceofYeast・likeOrganismus.Report

ofClinicalHistoryandNecropsy.

47歳 ノ白人 女 、15年 前 二咽 喉 痛 ア リ9年 間 一張 一 弛

ア リ。1924二 咽 頭 後 壁 二潰 瘍 ヲ生 ズ、當時X線 ニ ヨ レ

バ雨 肺 尖 二繊 維 化 ア リ結 核 薗 ヲ謹 明 ス。1930-・ ・雨

肺 尖 ノ特 登 性氣 胸 ヲ 見 ラv左 二空 洞 ア リ、Yeastヲ

常 食 ス。疾 、尿 、 膣 液 ヨ リ酵 母状 微 生物 ヲ 登 見 ス、

Sabrand'smedium上 ノ集 落 ・・「ク リー一ム」色 圓 ク滑 二

中央 部 盛上 リ裡0.5-1cmデ 菌 ハ圓 、楕 圓 叉 ハ偏 圓 ニ

レテニ 重 壁 ヲ見芽 胞 ヲ有 ス、大 サ バ3-15y液 中 二生

工下 ルレ『液中 二 ・・septatehyphaeガ 少 ン アルレ。 天 竺 鼠

腹 腔 内 ニハ5日 培 養 菌 ハ4週 間後 二 共 攣 牝 家 兎 モ 然

リ、白鼠 デハ膿 瘍 ヲ作 ルレ。 結 局 死 亡 シテ共 剖 槍 所 見 ヲ

詳 細 二記述 セ リ。(寺 尾 抄)

人 工 氣 胸 卜横 隔 膜 祠 脛 切 除 ト ヲ 併 用 シ テ癒 著 セ

ル結 核 性 空 洞 ノ閉 塞

PaulSlavin.TheClosureofAdherentTuberculous

CavitiesbyCombinedArtificialPneumothoraxand

Phrenicectomy.

上 葉 ニ アルレ空 洞 デ廣 ク 胸 壁 二癒 著 ンテ 居 ルレモ ノハ 氣

胸 療 法 デ ハ歴 迫 デ キ ナ イ。空 洞 が胸 壁 肋 膜 二索 状 叉 ハ

帯 朕 二癒 著 シテ居 ルレモ ノ ノ・氣 胸 トPhrenicectomy1・

ヲ行 ヘ バ萎 縮 セ ンメ得 ルレ、之 合 併 療 法 ノ根 本 ハ 次 ノ事

實 二基 イテ居 ルレ。即塵 縮 上 葉 ガ附 著 鮎 ノ方 向 二後 退 ス

ルレニ・・2ツ ノ反 封 力 ガ アルレ、(])根 部 ノ方 向 ヘ ノ肺 葉

ノ張 力、(2)延 ビタ癒 著 ノ取 縮 能 。横 隔 膜 ガactiveデ

アルレ間 ハ張 力 ハ 根 部 ノ方^優 勢 デ アルレ、而 シ テ上 葉 ハ

2ツ ノ附 著lli間 二懸 垂 ン テ居 ルレノ ガ肺 門 ノ 方 へ 後 退

ン ツ ・'ケルレ。 空 洞 ノ・attachmentカ ラadhesionノ 方

へ 引 カ1/ルレ。 空 洞 ノ培 大b治 療 肺 ノtearingガ 起 ツ

テ來 ルレ。横 隔 膜 麻 癖 ノ結 果 根 部 ノ方 向 ノ肺 ノ張 力 ハ次
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第 二清 失 ヌ ルレ。延 ビタ癒 著 ノ牧 縮 能 ハ優 勢 トナ リ始 メ

且 上 葉 ハattachmentノ 方 ノadhesionへ 後 退 シバ ジ

メルレ。麻 癖 シタ横 隔膜 ノ昂 上 ハ 空洞 閉 塞 ニ ハ與 カ ラナ

イ事 ・・明 デ アルレ。横隔 膜 が昂 上 シ ヤ ウ ト攣 ルレマ イ ト低

下 シ ヤ ウ ト空 洞 閉 塞 ハ 同 ジ方 法 デ起 ルレ。左側 横 隔膜 ノ・

高 位 二昂 ル コ トハ 少 イ が左側 ニ アルレ空 洞 ハ 同 ジ ク ヨ

ク閉 塞 ス ルレ。 横 隔 膜 が麻 癖 シタ後 ・・肺 ノrelaxation

及 空 洞 閉 塞 ノ タ メ ニハ数 ケ 月 ノ期 間 ハ必 要 デ アルレ。然

ン焼 灼 ニ ヨ ツ テ癒 著 ヲ 剥 が シ得 タ ルレ閉 塞 ハ迅速 二起

ルレ。胸 腔 内 趣 ヲ適 當 ニ シテ オケ バ 空 洞 ガ再 ビ開 ク コ ト

ヲ妨 ゲ得 ルレ。(寺 尾抄)

濃 厚 肝油 注 射 ノ数 果

Burgessgordon,andR.J.Titherington.TheEffects

ofCodliveroilConcentrateInjections.APreliminary

Report,withSpecialReferencetoPulmonaryDise一

ase.

濃 厚肝 油 ヲVitamine・A歓 乏 動 物 二注 射 シ 且結 核 性

及 非結 核性 患 者 二Vitamine・Afractionヲ 飲 料1・ シテ

與 ヘ タ。 動物 二於 テ・・Vitamine-A鉄 乏症 ハ 濃 厚 油

注 射 ノタ メ ニ減 退 ンタ。叉 患 者 二於 テ ・・アルレ操 作 ヲ行

ヘ バ濃 厚 油 ヲ與 ヘ タ群 デハ 鉄 乏 症 が 減 退 シタ ノヲ見

タ 。Vitamine-A二 豊 富 ナ食 餌 二耐 ヘ ラ レナ イ患 者 デ

既 二感 染 シ抵 抗 力 ノ 弱 イ患 者 二封 シテ ハ 濃 厚 肝 油 ヲ

非 経 口的 二與 ヘ ルレ可能 債 値 ヲ認 メルレ。(寺 尾抄)

肺 結 核 患 者 ノ固 定器 具'

S.C.Dairs.AnApplianceforImmobilizationin

PulmonaryTuberculosis.

病 床 二取 付、 取 外 自由 ノ椎 ヲ 考案 シ"DavisLamm-

ock"ト 稀 シ賞 用 サ レ居 ルレ物 ナ リ ト。猶 本 装置 ハ 簡軍

一 ンテ 患 者 自 ラ自 由 二加 減 シ得Thoracoplasty叉 ハ

肋 骨 切 除 患 者 二使 用 ス ルレニ最 モ適 セ リ ト.

(寺 尾抄)

結 核 ノ診 断 及 分 類 二於 ケ ルTuberculin/Schi・

11ing氏 血 球 鑑 別 算 定法

J.]F.Bredeck.TuberculinandtheSchillingBlood

DifferentialCountintheDiagnosisandClassific-

ationofTuberculosis.

Tuberculinノ 皮 下 注 射 試験 ノ臨 抹 上 ノ重 要 性 ノ剣 断

ハSchillingノ 血 球 類 別 算定 法 デ ナ シ 得 ラ レ ル。

Schilling算 定 法 ・・熱Tuberculinノ 全 均 反 磨理 學 的 徴

候X線 等 ヨ リモ モ ツ ト正 確 二 病 竈 反 癒 ヲ 示 ス 尺 度 デ

アルレ。活 動性 デ モ治 癒 竈 デ モ色 々ナ類 別 ハ アルレが之 ハ
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Tuberculinノ 皮 下注 射 トSchilling算 定法 トヲ併 用

シ テ最 モ ヨク知 ルレ事 ガ 出來 ルレモ ノデ 此 雨 法 ヲ 併 用 ス

ルレ事 ハ最 モ鏡 敏 デ 竈 反 磨 ノ様子 ヲ 知 ルレニハ最 正 確 ナ

方 法 ト云 ツ テ ヨ イ。(寺 尾 抄)

正 常 及 結 核 天 竺 鼠 ノ精 贔 二封 ス ルTuberculinノ

影 響

LilianC.DonaldsonandArthurJ.Vorwald.The

EffectofTuberculinonSpermatozoafromNorm・

alandTuberculousGuineaPigs.

本 實 験 デ 自動 力試 験 ヲ 行 ツ タ トコ ロ ニ ヨ レバ 結 核 動

物 ノ精 轟 ハ濃 厚Tuberculin叉 ハ純Tuberculinprot・

einfraction二 封 シテhypersensitiveヲ 示 サ ナ カツ

タ。夫 故 之 ノmethod・ ・tuberculin/potencyヲ 試

験 ス ルレニハ 適 シナ イ。結 核 動 物 ノ精 轟 ノ・非 感 性動 物 ノ

精 量 ヨ リモ 自動 力 ・・弱 クLock'ssolution内 デ ・・自動

カ ノ持 績 が ワ)t・tイ。 濃 厚 ナ ルレ合 成 培 養 液tuberculin

ハ正 常 、結 核 雨動 物 ノ精 贔 ノ 自動 力 ヲ刺 戟 ス ルレガ似 タ

様 ナ刺 戟 ハLongノ 合 成 液 ノ同 濃 度 ノ ミデ モ起 ルレ。

之 ハ恐 ラク非 特 異 性 ノ 影 響 デ ア ッテ 恐 ラ ク ハ 液 ノ滲

透 歴 ニ ョルレヵ叉 ハ ァ ルレ盤 類 ノ 存 在 ス ルレタ メ ノ毒 性 二

俵 ルレモ ノデ ア ラ ウ。 濃 厚tuberculinハ 正 常 及 結 核 動

物 ノ精 轟 ノ自動 力 ヲ 急 速 二減 ジ 同 様 ナ ルレ稽 ζ緩慢 ナ

ルレ減 退 へ 合 成 培 養 液 ノ同 濃 度 二依 ツ テ モ起 ルレ。Tuber-

culinヨ リ ノ含水 炭 素fraction及timothy・bacillus

protein・ ・同 様 二 自動 力 ヲ急 速 二減 少 ス ルレ。Diphtheria

toxinハ 結 核 、 非結 核 動物 ヨ リノ精 巌 ノ自動 力 二 ・・何

等 ノ影 響 ヲ示 サ ナ イガ 濃 厚 ナルレ液 ヲ 使 用 ンタ ルレ場合

_ハaccelerationヲ 起 ス
。

結 核 專 門 外 雑 誌

喉頭結核症ノ病理解剖學的研究補遺

關根豊之助(大 日本耳鼻咽喉科會 々報第40巻 第1號)

著 者ハ、東京市療養所二於テ剖検 シタ肺結核症屍200

例 二就テ、臨抹的観察 ト照合シッ ・、喉頭結核症 ノ病

理解剖學及ビ病理組織學 トヲ精細二行ツタモノデア

ルレo

肺結核症屍200例 中83%二 喉頭結核症 ヲ詮明シタ。

喉頭結核症ハ青年及肚年期二多イ。肺結核症 トノ關係

ヲミルレニ、混合型肺結核症二最モ多ク、極端ナルレ滲出

型及 ビ増殖型二至ルレニ從 ツテ稀 トナルレ。肺結核症輕度

ナ場合喉頭結核症モ亦多クノ場合輕症デアルレ。肺二管

内性轄移原無 キ場合二、喉頭結核症 ヲミナカツタ。喉

頭結核症・・、管内性輔移 ニ ヨツテ起ルレモノト思惟ス

ルレ。著者ノ症例二於テハ、第一一次結核症 ヲミナカツタ。

喉頭結核症ノ好號部位・・、會厭軟骨喉頭面デアツテ、

次 二、喉頭後壁、聲帯及ビ假聲帯等デアルレ。

著者ハ、淋巴濾胞以外二始ツタ結核症 ヲミナカツタ。

喉頭結核症ノ・、表在性淋巴濾胞内二始 リ、先ヅ濾胞性

潰瘍 ヲ生ズルレノデアルレ。

喉頭結核症 ヲ代表スルレモノハ潰瘍デアルレ。著者ハ潰瘍

ノ進展 ヲ大膣ニツニ大別 シテヰルレ。共1ツ ハ、表面 ヲ

廣 〃振大スルレモノ、會厭軟骨部喉頭面二多イ。共ニハ

深 久 所謂深達性潰瘍 ヲ生ズルモノ.喉頭後壁 ト聲帯

前連合部等二多イ。表面二搬ルレモノハ濾胞性潰瘍 ノ融

合 ヲ圭 トシ、深達性潰瘍ハ周管腺様組織 ヲ介 シテ起ルレ

ヲ 常 トス ルレ。

(寺尾抄)

潰 瘍 ノ擾 大 ニハ 、聲 帯 下部 二於 テ ノ・、淋 巴 ノ流 向 ガ共

圭 因 ヲナ ス モ ノ ・標 二 考 ヘ ラ レルレ。

病 理 解 剖 的攣 化 ト臨 林 的症 状 トノ間 ニ ハ、一致 ヲ ミナ

イモ ノ多 久 聲 帯 ノ病 墾 ト硬 噺 トハ必 ズ シモ李 行 ンナ

イ。

肺 結 核 症 が存 在 ス ル場 合 、喉 頭 結 核 症 が死 因 トナ ルレ事

ハ 稀 デ ア ルレ。

重 症 喉 頭 結 核 症 二、狭 窄 ヲ圭 トス ル モ ノ ト、 崩 潰 ヲ圭

トス ルレモ ノ トア ルレ。 前 者 ハ特 二増 殖 性 結 核 症 二多 ク、

後 者 ハ 滲 出 性結 核 症 ヲ圭 トス ルレ。

著 者 ハ、喉 頭 結 核 症 ガ治 癒 機 轄 ヲ概 ルレニ必 要 ナ條 件 ト

シテ、 次 ノ諸 鮎 ヲ瑠 ゲテ ヰ ルレ。

イ・ 肺 結 核 症 が輕 症 若 シ クハ停 止 性 、若 シ クハ著 ンク

培 殖 性 硬 化 性 ナ ルレコ ト。

ロ、 結 核 性 病 攣 ガ著 明 ナ場 殖 性 ヲ呈 ス ルレカ、或 ハ結核

性 炎 症組 織 ノ完 全 二近 イ脱 落 。

ハ 、 上 皮 ノ再 生 。

二、周 局 炎 二乏 シ イ コ ト。

ホ、 外 界 ヨ リノ刺 戟 ノ砂 イ コ ト。 等 デ ア ァレ。

結 核 性 潰 瘍 ハ搬 痕 ヲ形 成 シテ 治癒 シ、完 全 二治 癒 ンタ

揚 合 ニ ハ、結 核竈 ノ痕 跡 ヲ ミナ イ。 叉 石 灰 化 ヲ來 ス 治

癒 或 ハ完 全 ナ ル繊 維 化 ニ ヨルレ結 核 節 ノ治 癒 ヲ 見 ナ カ

ツ タ℃非 特殊 性 潰 瘍 カ ラ結 核 性 潰 瘍 ヲ生 ズ ルレ場 合 ヲ ミ

ナ イ。 非 特 殊性 潰 瘍 ハ通常 肺 結 症 ノ末 期 二現 ハルレ。
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肺結核症ノ合併 アルレトキハ,殆 ド毎常淋巴組織、粘液

腺、及 ビ筋組織 ノ萎縮 ヲ來 シ、曖噺、乾燥感等 ノ臨抹

的症状ハ是等 ノ萎縮 ノ結果起ルレコトガ紗クナイ。

喉頭結核症二於ケルレ結核性炎症組織ハ、大膿類上皮細

胞組織(結 節非形成性)ト 結核結節(結 節形成性)ト ニ

分ケラレルレ。

前者ノ・概 ンテ後者ヨリモ滲出性炎症傾向ガ多ク、且ツ

圭 トシテ潰瘍部二存在 スルレ。後者ニハ増殖性炎症 ヲミ

ルレコト多久 潰瘍以外ノ部分二圭 トシテ見出サレル。

滲出性及 ビ増殖性 ノ鑑別ハ、組織 ノ膨化、血細胞 ノ浸

潤、殊二格子状繊維 ノ鍍銀ニヨツテ、比較的容易二之

ヲ爲スコトガ出來ルレ。

滲出性喉頭結核症 ノ結核性炎症組織 ニハ、定型的巨細

胞が稀デアッテ、毛細血管が多イ。

結核性炎症組織内二於ケルレ結締織 ノ壇殖ハ、其滲出

性、壇殖性 ノ目標 ヲナスモノデァルレガ、結核竃外ノ結

締織増殖ハ、必ズシモ結核竈 ノ性質 トー致 シナイ。

結核性軟骨炎ハ、常二結核性軟骨膜炎二始ルレ。殆 ド常

二結核性潰瘍ノ深達波及ニヨッテ起ルレ。此炎症ハ軟骨

内二振ルレヨリモ、軟骨膜二沼フテ振大スルレコト多 ク且

ツ速デアルレ。且ツ多核白血球二富 ンデヰルレ。軟骨及 ビ

軟骨膜結核症 ノ好獲部位ハ、會厭軟骨部及 ビ披裂軟骨

殊二聲帯突起部デアルレ。

滲出性結核症ノ壊死ハ、壌死物質ガ脆軟デアツテ、軟

化或ハ、崩潰シ易ク、組織繊維ノ被鍍銀性 ヲ清失スルレ

コトヲ件フ。之ヲ粗隔性壊死(乾酪攣性)ト 命名 シタ。

増殖性結核竈 ノ壊死 ハ、壊死物質が比較的弧固デア

リ、組織繊維 ノ被鍍銀性 が良 ク保タレ、軟化が緩デア

ルレ。之ヲ緻密性壌死(乾 酪墾董性)ト 命名 ンタ。

壌死竈ノ粗隔性、緻密性ハ、潰瘍 ノ進展治癒二關係が

アルレモノト考ヘラレルレ。

壌死竈内ノ繊維 ノ被鍍銀性ハ、多核白血球 ノ浸潤三大

ナルレ關係ガアルレ。共甚 ンイ場合ニハ,被 鍍銀性ノ・消失

スルレ。周局炎ノ範困ハ、結核竈 ノ組織反磨ノ性質ニハ

關係スルレガ、病竈ノ大小ニハ比例 シナイ。滲出性結核

症二際ンテ強イ。然 シ軍純ナノレ浮腫ハ、可成高度デア

ツテモ、必ズシモ結核症 ノ滲出性ヲ意味シナイ。血液

循環 ノ阻碍ニヨルレコ トガ稀デナイ。

潰瘍面ノ上皮ノ再生ハ、潰瘍面ノ性状(壌 死物質ノ有

無)二 關係ナク行ナバレル。上皮ノ培生ハ、潰瘍邊縁

及ビ粘液腺輸出管上皮カラ行ナバレルレ。上皮ノ再生 ノ

ミデハ、潰瘍ノ治癒 ヲ意味 ンナイ。再生 シタ上皮ハ、

'
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常 二重層扁平上皮細胞デアルレ。

結核菌ハ、一般二結節非形成性結核竈待 二其假性壊死

部二最モ多ク謹明サレルレ。叉一一般二表暦ノ潰瘍部二多

久 深暦 ノ結核竈ニハ比較的少ナ梶 純梓ナ化膿状 ヲ

呈 スルレ部分ニハ、菌 ヲ検出シ得ナカソタ。

荷著者ノ・多激ノ肉眼的及組織 切片弱振大模型圃 ト之

ト封照的二顯微鏡罵眞附岡ヲ掲 ゲテヰルレ。(自 抄)

喉 頭粘膜粘液腺輸出管周園ノ腺檬組織二就テ

關根豊之助(大 日本耳鼻咽喉科會 々報第40谷 第1號)

本論文・・著者論文 「喉頭結核症 ノ病理解剖學的研究補

遺」二從團スルモノデアルレ。

著者ハ、喉頭結核症・・上皮下淋巴濾胞内二始 リ、粘液

腺輸出管周園二或 ノ・粘液腺 ノ周園二存在スルレ腺様組

織 ヲ介 シテ披大進展スルレモノデアルレコトヲ強調スルレ

タメニ縞 ヲ改メテ記載 シタノデアルレ。

一般二、肺結核症ノ喉頭粘膜組織 ハ、懸組デアソテ、

濾胞組織ハ萎縮消退 ヲ示シテヰルレ。濾胞組織ハ、上皮

下ノミナラズ粘液腺及其輪出管周園ニモ存在ヌルレ。著

者ハ、之 ノ粘液腺輸出管 ヲ圏綾 シテ存在スルレ腺様組織

二周管腺様組織IPericanalicu15resAdenoideGewebe)

ナルレ名稽 ヲ附シタ。

初期ノ結核性病攣ハ、殆総テ上皮下淋巴濾胞内ニミラ

レ、且ッ周管腺様組織内ニモ読明セラレルレ。

是等濾胞組織 二獲生シタ結核性病攣ハ、表面二向ツテ

ハ、崩潰脱落 ンテ潰瘍ヲ形成ン、或ノ・深部二向ツテ種

種 ノ結核竈 ヲ形成スルレ。 之ノ周管腺様組織 ヲ介 シテ、

深部ノ粘液腺或筋繊維東間二結核ヲ生成シ、恰 モ粘液

腺叉ハ筋肉内二原獲性 二結核 が獲生 シタヵノ所見ヲ

呈スル場合ガ屡 ζアルレ。(臼 抄)

喉頭結核症 卜肺結核症 トノ關係

(極端ナル滲出性及増殖性肺結核症二於ケル重症

喉頭結性症二就テ)

關根豊之助(大 日本耳鼻會報、39巻 、12號 昭S、 岡田

紀念論文)

本論文ハ、「喉頭結核症 ノ病理解剖學的研究補遣」(會

報第40巻 、第1號)総 括及考案部、第6項 重症喉頭結

核症二就テナルレ部分 ヲ補綴スルレモノデアルレ。

i著者ノ検索例200例 中、喉頭結核症166例(,s'3%)内 、

重症喉頭結核症・・50例 デアル。

著者ハ、喉頭結核症 ト肺結核症 トノ關係、殊二肺ガ極

端ナ滲出性及増殖性 ヲ示 ス場合、各3例 ヅ・ノ症例二

就テ、臨脈的蛇二病理解剖學的観察ヲ行ヒ、共際二見 .
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ラ レルレ重 症 喉 頭 結 核症 ノ病 窒 ヲ精細 二記 載 シタ.

喉 頭 結 核 症 が重 症 ナ ルレ場 合 ハ 、殆 ド絡 テ肺 結 核 症 モ亦

重 症 デ ア ルレ。肺 結 核 が輕 症 デ喉 頭 ノ ミ重 症 ナ場 合 ハ 極

メ テ 稀 デ ア ルレ。

肺 結 核 症 ト喉 頭 結 核症 ノ病 攣iノ 性 状 トハ 必 ズ シモー

致 ス ルレ トハ 云 ヒ得 ナ イ が、肺 ガ極 端 二滲 出性 ヲ示 ス場

合 、 重 症 喉 頭 結 核 症 ハ大 膿 二於 テ滲 出 性 デ ア ツテ 、壌

死 崩 潰 ハ急 激 且高 度 デ アルレ。從 ツ テ大 ナ ルレ歓 損 ヲ生 ズ

ル ニ至 ルレ。 組 織 ハ浮 腫状 粗 隔 ヲ來 ン、細 胞 性 寝 潤 二富

ミ、 潰 瘍 ハ化 膿 状 ヲナ ス場 合 ガア ルレ。

肺 が極 端 二塘 殖性 ノ場 合 ハ、壊 死 竈 ノ崩 潰 緩 ク、 上 皮

ノ再 生 被 覆 が著 イ。結 節 ノ増 生 ト結 締織 層・ノ粗 隔 及 繊

維 ノ壇 殖 トー ヨ ツテ、喉 頭 ノ肥 大 腫脹 、 内 腔 ノ狭 隙 乃

至 狭 窄 ヲ來 ス。(自 抄)

喉 頭 結 核 症 ノ感 染 機 韓 二就 テ

J.Berendes;-DerInfektionsmechanismusderKehlk-

opftuberculose.(Zeitschr.f.H.N.O-Heilkunde.

Bd.33.H.1.S.99.1933)

喉 頭 二於 テ、結核 菌 ハ 健 康 上 皮 ヲ蓮 ジテ組織 内 二侵 入

ス ルレカ、叉 ハ 上 皮 二鉄 損 破壌 ガ ア ツ テ、始 メ テ 菌 侵 入

ガ許 サ ルレ ・モ ノ カノ・、未 ダ意 見 が一 致 ンナ イ。

著 者 ハ本 症 ノ感 染 二 關 シテ ハ、上 皮 即 チ喉 頭 上 皮 が藍

毛 上 皮 ナ ルレカ叉 ハ 角 化 扁平 上皮 ナ ルレカ ニ ヨ リ異 ルレモ

ノ ト信 ズ ルレ。 臨 毛 上皮 二於 テ ハ 、形 態 學 的 二健 全 ナ 各

細 胞 間 二結 核薗 ヲ謹 明 ス ルレコ トガ 出 來。 反 之、角 化 扁

雫 上 皮 二於 テ ハ角 質層 破 壌 サ レタ場 合 ニ ノ ミ、結核 菌

ハ組 織 内 二侵 入 ン得 ルレモ ノデ アルレ。

Frtinkelハ 、 喉 頭 粘 膜 粘 液 腺 叉 共 輸 出 管 ノ結 核 菌 侵入

ノ・稀 有 デ ア ルレ ト云 ヒ、

Eschハ 、 モ ルレガ ニ ー氏 賓 二於 テ、 粘 液 腺 ノ附近 二結

節 形 成 ヲ詫 明 セ ルレニ ヨ リ、 主 貼 ヲ 粘 液 腺 二置 イテ ヰ

ルレ。 著 者 ハ前 二設 ヲ否定 ンテ ヰ ル。(關 根 抄)

肺 静 脈 ノ解 剖 學 的酋 二病 理 學 的 研 究

第 二 編 人 禮 肺 静 脈 ノ構 造 二就 テ(機 能 構 造 上 ヨ

リ観 タ ル肺 静 脈 ノ自律 性 二就 テ)

天 野重 安(京 都 讐學 雑 誌 、 第30巻 、 第10號)

著 者 ハ 前篇(京 都 讐學 雑 誌 第30巻9號)二 於 テ 、 肺静

脈 二於 ケ ルレ「横 絞)心 房 筋 ノ被 覆度 二就 テ、コ レ ヲ計 測

的 二論 ジ ー 見著 シ キ差 異 ヲ呈 セルレガ如 キ肺 静 脈 各 枝

及 コ レが前 後 壁 二於 テ、爾 心嚢 漿 膜 面 醗 輔 部 位 トノ問

ニー定 ノ關 係 アルレコ トヲ指 摘 ンタ。

乍篇 二於 テ ハ人 膿 二於 ケ ルレ肺静 脈 ノ 組 織 學 的構 造 ヲ
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述 べ 、以 テ肺 静 脈 が有 入 ル機 能 二就 テ論 ジ テ ヰ ルレ。

著 者 ハ第 一一篇 二於 ケ ルレト同一 ノ材 料 二就 テ、肺 静 脈 ヲ

横 絞 筋 被 覆 部 肺静 脈 、 横 紋 筋 ヲ飲 ケ ルレ肺 臓 外 肺 静 脈

部 、 肺 臓 内大 肺 静 脈 部 等 二分 チ、其 組 織 學 的造 構 ヲ検

索 シタ。

次 二5ケ 月 胎 見 及3ケ 月 小 見 二 就 テ 全 胸 腔 臓 器 連績

切 片 ニ ヨ リ肺 静 脈 ノ組 織 學 的構 造 ヲ検 査 ンタ。

結 論 ハ 次 ノ如 シ。

(1)肺 静 脈 が心嚢 内 二入 リ心 筋 外 套 ヲ被 ルレヤ、コ ・二

右 房 大 静 脈 開 口部 繍膜 二 相 當 ス ベ キ構 造 ヲ 備 フ ルレニ

至 リ、 而 モ コ ノ心 筋 壁 内 二 ・・ コ レ ヲ 支 配 スルゾ所 謂

intramuraleGanglienzellen群 ヲ有 ス ルレ。

(2)該 部 ハ 圭 トンテ輪 状 走 向 ヲ トVルレ横 紋 筋 繊 維束

ヲ有 ス ルレ外 、 ソ ノ構 造 バー 般 二 心 房 ノ ソ レニー 致 ス

ルレo

(3)心 筋 外 套 ヲ有 セ ザ ルレ肺 臓 外 肺 静 脈 部 ハ 心筋 二代

ルレベ キ強 固 ナ ルレ諸 構 造 ヲ有 ス ルレ。

(4)肺 臓 内肺 静 脈 ハ 前 者}・較 ベ テ急 二 著 シク結締 織

層・微 弱 トナ ルレ。eロ チ コ ノニ 者 間 ニ ハ 既 二Schweigger

及Seide1ノ 論h・ ・Y法則 ニー 致 ス ルレ關 係 ヲ認 ム。

(5)胎 見例 及 幼見 例 ノ精 細 ナ ルレ検 索 ニ ョ リ余 ハ大 肺

静 脈 管 壁 二紳 経 細 胞 節 ヲ獲 見 ンタ.コ ハ肺 隔 壁 二沼 フ

テ集 合 シタ小 静 脈 が大 肺 静 脈 二注 ガ ン トス ルレ部 、及 ビ

大 肺 静 脈 ノ叉 部 デ アツ テ、氣 管枝 紳経 細 胞 節 トハ 明瞭

二匪 別 シ得 ルレモ ノデ ア ルレ。

凡 ソ人 膿 肺 静 脈 壁 二於 テ紳 経 細 胞 節 ノ 登 見 サ レタ ノ

ハ コ レ ヲ以 テ喀 矢 トス ルレ。肺 循 環 紳 経 支配 二關 スルレ問

題 ハ コ レ ヲ根 擦 トンテ コ ・二再 認 識 ヲ 侯 ツ コ ト切 デ

アルレ。(黒 丸抄)

肺 「ヂ ス トマ」病 ノー 割 楡 例1

田 中忠(東 京 帝 國 大 學 磐 學 部 病 理 學 敏 室)(東 京 轡學 會

雑 誌 、 第48巻 、 第1號 、 昭 和9年1月)

著 者 ハ42歳 ノ朝 鮮 人 土 工 ノ肺 「ヂスbマ 」剖 検例 二就

テ報 告 シテ ヰ ルレ。 著 者 ノ抄 録 ハ次 ノ如 ン。

本 例 ハ肺 「ヂ ス トマ」病 ノー 剖 検 例 ニ シテ、生 前未 知 ノ

間 二経 過 ン、肺 結 核 ヲ合 併 セ ルレ食 道癌 屍 二於 テ初 メ テ

登 見 セ ラ レタ ルレモ ノ ナ リ。

病 竈 ハ左 右 肺 上 葉 二限 局 シ、 合 計11個 ノ空 洞 ヲ形 成

セ リ。病 理 組 織 學 上 ノ所 見 ハ概 子先 人 ノ例 ニー 致 ス ルレ

モ、 特 異 鮎 トス ルレハ次 ノ諸 項 ナ リ。

1.病 竈 ハ 爾 側 肺 上 葉 ニ ノ ミ限 局 ス ルレ事 。

2.血 液 蛇 二病 竈 周 園 組 織 二 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血
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球 ノ増 加 ヲ認 メ ザ ルレ事 。

3.シ ャルレコー ラ イデ ン氏 結 晶 ヲ認 メ ザ ルレ事 。

4.氣 管 枝 振 張性 空洞 及軟 化 壷 性 空洞 等 混 在 シ、而 シ

テ 是等 雨 種 空 洞 ハ 其 壁 蛇 二 周 園 肺組 織 二於 ケ ルレ所 見

二明 カナ ルレ相 異 ヲ認 メタ ルレ事 等 ナ リ」。

術 ホ著 者 ハ組織 學 的検 査 二俵 リ 「ヂス トマ性 空洞 ノ近

邊 二於 テ ハ結 核 竃 ヲ認 メ得 ズ」ト記 載 シテ ヰ ルレ。

(黒 丸 抄)

無嘱 昔 小 見 肺 結 核 ノ研 究

高 橋 三郎(見 科 雑 誌 、 第405號)

無 蝿 音 ト・・検 査 時StethoskOPヲ 以 テ聴 診 ス ルレ際 「ラ

ッ セルレン」ヲ臆 取 セ ザ ルレモ ノ ヲ意 味 ス。 小 見 肺 結核 ノ

診 察 ニ アタ リ、 覗 診 二次 ギ テ重 要 ナルレノ・StethoskOP

ニ ョ ルレ聴 診 ナ リ。然 ルレニX線 が診 漸 學 上 二磨 用 サ ル ・

二及 ビX線 像b前 者 ニ ョ ルレ斯 見 トノ間 二甚 ダ シキ差

異 ア リ、 之StethoskOPニ ヨ1ル隠 取 シ得 ルレ音 響 二・・一

定 ノ限度 ア リテ賠 診 ニ ヨ リ實 際 ノ憂 化 ヲ 登 見 シ 得 ザ

ルレ場 合 ア ルレハ 當然 ノ事 ト云 ハ ザ ルレベ カ ラ ズ。 ンカ ラバ

嘉 診 器 ヨ リ更 二 弱 キ音 響 迄 聴 取 ・y得ルレMagnoskop

ヲ使 用 シタ ルレ場合 如 何 、著 者 ハ小 見 科 外 來 ニ テ臨 躰 的

二肺 結 核 ノ疑 ピ ア リ、StethoskOPニ ヨツ テ 「ラッセルレ

ン」 ヲ聰 取 セザ リシ モ ノ50例 ヲ選 ビ 之 二Magnos・

kopニ ヨルレ、 賠 診 ヲ行 ヒ同 時 二 「レン トゲ ン」透 硯 蛇

ピニ撮 影 ヲナ シ雨 者 ヲ 比 較 ンテ病 竈 範 園 ノ 登 見 及 ピ

StethoskoP.MagnaskoPノ 所 見bX線 像b/相 互 ノ

關 係 ヲ研 究 セ ルレモ ノニ ジテ

(1)無 嘱 音 性 小 見 肺 結核 二於 テMagnoskOP一 ヨ ルレ

聴 診 ノ・StethoskoPニ ヨルレ嘉 診 ヨ リ約1.5倍 ノ鏡 敏 度

ヲ示 シ、MagnoskoPニ ヨルレ賠 診 所 見 ・・StethoskoP

ニ ヨ ルレ隠 診所 見 ヨ リX線 像 二近 キ 所 見即 チ 賠 診 限 界

ノ振大 ヲ示 ス。

(2)微 小 蝿 音 ヲ 賠 取 ン得 ルレ部位 ハX線 陰 影 二 近 キ肩

碑 間 部 二於 テ最 モ多 久 次 二右 側肺 門陰 影 二近 キ右 上

肩 脾部 右 側 乳 房 部 、 次 二左 側 肩 脾 下部 、 左 側 肩 脾 部

ノ順序 二聴 取 サ レ、大 盟 二於 テ微 小 蝿 音 ハ1レ ン トゲ

ン」陰影 ニー 致 ス 。

(3)MagnoskOP・ ・無 蝿 音 小 見 肺 結核 ノ早期 診 断 及 ビ

豫 後 ノ剣 定 二診 噺 的 償値 ア リ。

({)50例(年 齢2-12歳 迄)中43例 仰 チ86%ニ ビ

ルレケー氏 反 慮 陽 性 ヲ示 セ リ、ピ ルレケ ー 氏 反 磨 ハ小 見 肺

結 核 ノ補 助 診 噺 ノ債 値 ア リ ト認 ム。

(5)慢 性 咽頭 炎特 二扁 桃 腺 炎 ノ場 合 ハ 氣 道 ノ慢 性 ノ
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加 答 見 ノ状 態 ヲ認 ム ルレ故 二、小 見 肺 結 核 ト何 等 カ ノ關

係 ア ルレモ ノ ト思 惟 セ ラ ルレ。

(6)無 嘱 音 小 見 肺 結 核 ノ赤 沈 速 度 バ ー 般 二滲 出型 、滲

出培 殖 型 二於 テ促 進 ヲ 認 メ増 殖 慢 性 型 ニ テ 遅 キ ヲ見

ルレ、 叉 赤 沈速 度 病 的 促 進 ノ場 合 二微 小 「ラッセ ルレ」ヲ牛

数 以 上 二聴 取 ス。(荒 木 抄)

膿 汁 酸 加 培 養 卜結 核 菌

中川 論 、 中川 誠 一(東 京 讐 事 新 誌2862號)

Calmett氏 ノ脆 汁 加培 養 基上 二於 ケ ルレ、結 核 薗 ノ毒 性

低 下 二基 キテ作 レルレ所 謂B.C・G菌 ト人 禮 臓 器 中肝

臓 ガ侵 サ レ難 ノ事 ヲ考 ヘ テ 脆 汁 酸 加 培 養 基 ヲ作 レ リ。

先 ヅDysoxychorsaureヲ 加 ヘ タGlycerin・Bouillon

培養 基 ヲ使 用 ス ルレニ菌 皮 ノ獲 育 ハ 著 シク抑 制 セ ラ レ

ルレガ、 徐 々二獲 育 ス ルレ。Ziehl・Nehlsen染 色 デ ハ青 イ

顧 粒性 桿 菌 トナ リ、 此 ノ頴 粒 ・・Chorsaureノ 濃 度 ノ

高 イ程 大 デ アルレ。 夫 レ ト共 二桿 菌 膿 ハ 認 メ難 クナ ノレ。
の

一般 二短小デ抗酸性弱ク
、且 ソ膿内二青染 ノ顧粒籔個

ヲ有スルレ如 キ丁度Koch氏 菌 ト青染ノ桿菌 トノ移行

型 ト見倣スペキモノが多イ。巳PチKoch氏 菌 ヵヲ抗

酸性ヲ失ツタ桿菌、穎粒性桿菌、願粒 ヲ培養 ン得ルレ、

此 ノ作用ハ膿汁酸ノ種類ニヨツテ強弱アリ、圭 トシテ

膿汁酸ノ毒性 ト不行スルレランイ。叉此 ノ薗 ヲ還元培養

スレバ再 ビZiehl・Nehlsenデ 染色可能 ノ普通 ノKoch

氏薗 ヲ得ラレルレ。(三 帥抄)

最 モ高率 ナル陽性成綾 ヲ示 シ且非癩血清二於テ

ハ殆 ド毎二陰性ナル癩血清補腔結合反賑二就テ

太田正雄i、石橋健夫(東 京磐事新誌、第57年 、第2852

號)

著者ハ癩血清 ヲ以テ補膣結合反鷹 ノ實験 シタ結果是

等 ノ實験二當 リ特殊 ノ癩血清反鷹ヲ求メルレニアラズ。

軍二抗酸性薗 ノ性質 ヲ定ムルレー條件 トンテ此 ノ方法

ヲ選 ビタルレニ過ギズト述べ、然ルレニ著者 ノ期待二反シ

此 ノ方法 ヲ以テシテハ抗酸性菌ノ種 ヲ到定スルレ事ハ

殆 ンド不可能ナリト云フ結論二達シ、然 シ最初豫期セ

ザ リシ事實、帥チ特殊ノ抗原 ヲ用フレバ癩血清二i封ン

甚 ダ高率 ノ陽性成績 ヲ與へ而 シテ非癩者血清二封 シ

テ殆 ド顧慮スルレヲ要セザルレ低率ノ、ソレヲ示ス反鷹ヲ

求メ得ルレト云フ事ナリト述べ、試験二用フルレ要素。癩

血清 ヲ以テスルレ補艦結合反慮ノ成績。免疫家兎血清ヲ

以テスルレ補膿結合反晦ノ成績 ヲ詳細 二述べ総括 トシ

テ

1.抗 酸 性 菌 ノ或種 ノモ ノノ・、ソ ノ培 養 菌 膿 ノ全 部 ヲ
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用 ヒ酒 精食 鞭 水 浮 動 液 トナ ス場 合 、人 癩 血 清 二i封シ テ

ノ ミ、 補 膿 結 合 反 鷹 ヲ 起 ス モ ノ ア リ。 我 々ハ人 癩 血

液 ヨ リ培 養 シタルレBg株 ヲ以 テ最 モ 良 好 ノ抗 原 ヲ作

ルレ事 ヲ得 タ リ、 但 シ其 陽 性 牽 ハ 甚 ダ高 シ ト云 ヘ ズ、

而 シテ コ ノ場 合 非 癩 血 清(2氏 反 磨 陽性 ヲ含 ム)二i封 シ

テ ハ 陽性 ノ反磨 ヲ 呈 ス ルレモ ノ殆 ン ド無 シ ト人 型 結 核

菌 ヲ以 テ 同標 作 レ ルレ抗原 ハ 陽 性 反 磨 ヲ 起 ス モ 其 卒 小

ナ リ。

2.右 製 法 二由 ルレ培 養 鼠 癩 薗 抗 原 ノ・癩 血 清 二i封 シ陽

性 反 慮 ヲ惹 起 ス ルレ事 ナ シ。

3.Bg株 ヨ リ抗 原 ヲ作 ルレニ ソ ノ「エ ー テ ルレ」可 溶性 分

子 ヲ除 キ タ ルレ残 部 二微 量 ノ「ピ コ レス テ リ ン」ヲ混 ズ ルレ

方 法 ヲ以 テ ス レバ癩 血 清 二i封 シ 抗 原 トシテ 便 値 著 シ

〃増 進 ス ト。

4.然 シナ ガ ラ前 項 二記 シ タ ルレ有 数 抗 原 ・・唯 人 癩 ヨ

リ得 タ ルレ抗 酸 性 薗 ヲ 以 テ ノ ミ作 ラ ルレ・モ ノニ非 ズ。
　

同 ジ方 法 ヲ 以 テ他 種 ノ抗 種 ノ 抗 酸 性 菌 ヨ リ抗 原 ヲ作

レバ、ソ ノ程 度 二多 少 ノ差 異 コ ソ有 レ・.人 癩 血 清 二i封

シ カナ リ 高 奉 ノ補禮 結 合 反 鷹 陽 性 成 績 ヲ 暴 ゲ シ ム。

而 ンテ是 等 抗 原 ノ・非 癩 血 清 ノ 存 在 二於 テハ 殆 ン ド補

禮 結 合 ノ作 用 極 メテ 稀 ナ リ トス 。

5.我 等 ノ経 験 範 園 内 二於 テ 人癩 血清 二 封 ス ルレ石 反

鷹 ノ抗 原 ・・Bg株 ガ高 キ債 値 ヲ有 シ,Cd株 人 型 結 核

薗 、「お ほ あ は ガ ヘ リ」薗 、 水 道 抗 酸 性 菌 モ亦 第 三 項 ノ

方 法 ニ ヨ レバ 殆 ン ド此 レニ匹 敵 ス ルレ假 値 ア リ。 鼠 癩

菌 、 鳥 結核 菌 、 恥 垢 菌 ハ債 値 ヤ ・劣 ルレ。

6.仰 チ第 三項 二記 ンタ ルレ製 法 ニ ヨルレ抗 原 ・・人 癩 血

清 二封 ス ルレ特 殊 結 合 力 ハ強 ケ レ ド、逆 二人 癩 血 清 ヲ以

テ各 薗 ノ種 踵 別 ヲ ナ ス コ トハ不 可 能 ナ リ、並 二於 テ問

題 ハ2ツ ニ分 ルレ。1ツ ハ癩 診 蜥 ノ爲 メノ高 債 ノ抗 原 ヲ

作 ルレ事 ニテ 、其 材 料 ノ圭 要 ナ ルレモ ノハ或 種 ノ抗 酸 性 菌

(Bg株)ノ 「エー テ ルレ」可 溶 性 分 子 ヲ除 去 セ ルレ部 ナ リ。

之 二何 等 カ ノ適 當 ナ ルレ添 加 物 ヲ 與 フルレ事 ニ ヨ リ好 抗

原 ヲ得 ベ キ コ ト推 量 ス ルレニ堪 ヘ タ リ。

7.抗 酸 菌 種(叉 ハ株)ノ 鑑 別 ノ爲 メ ノ抗 原 ヲ得 ルレニ

ノ・、之 二反 シ「エ ー テ ルレ」(亦酒 情)二 可 溶 ノ成 分 二多大

ノ期 待 二置 ク ベ ク此 鮎 二關 シテ ハ 今 後 ノ研 究 ヲ 期 ヌ

ベ ン ト述 ベ テ ヰ ルレ。(川 上 抄)

諸 種 藥 剤 ノ肺 血 管 及 氣 管 枝 二堂}ス ル作 用

第 一篇 「ア ド レナ リ ン」

野 崎 道鄭(日i新 讐 學 、第23年 、 第6號 、 第268珊)

「ア ドレナ リン」ノ 肺血 管及 氣 管枝 二封 ス ルレ作 用 ハ種

録 【第12巻

種 ノ方面 ヨリ研究サ レタガ異論ガ多イ、殊 二生盟内デ

肺血管 ト氣管枝 ノ藥理作用 ヲ嚴然 ト匠別シテ研究 シ

タモノハナィ、更二氣管枝血管ノ存在 ヲ明カニ認識 シ

テ行ハ レタ箕験ハ殆 ドナイ。著者ハ是等ヲ明カニ医別

センガタメ氣管枝内歴測定法 ヲ考案 シ同時二生膣灌

流法、肺容積描寓法等 ヲ併用 シ興味アルレ成績 ヲ得 タ。

實験 ニハ犬 ヲ用 ヒ紳経中櫃 ヨリ隔離 ン叉大循環系ノ

影響 ナンニ行ヘルレ様ニシタ。

氣管枝内瞳測定法ニヨリ肺血管ノミヨリ「アドレナリ

ン」ヲ與 プレ・バ氣管枝内歴ハ殆 ンド墾化セズ氣管枝血

管ノ ミヨリ此 ヲ與フレバ著明二下降ス、 帥チ「ア ドレ

ナリソ」ハ末梢性 ノ氣管枝振張作用がアツテ之 ノ作用

ハ氣管枝血管ノ存在 ヲ必要 トスルレ事 ヲ知)ソタ。次二生

盟灌流法ニヨリ「ア ドレナ リン」ノ肺血管二封スルレ直接

作用・・牧縮性ナルレ事 ヲ信 ジ之二氣管枝内歴測定法、肺

容積描鳥法 ヲ併用 シテ「ア ドレナ リン」ガ大循環及氣管

枝 ノ影響 ヲ受ケルレ事ナシニ直接肺血管 ノ牧縮作用ア

ルレ事 ヲ確誰 シ又 ア ドレナリン」ヲ肺血管 ヨリ作用セシ

ムレバ氣管枝 二何等憂化ヲ及ボサザルレ事 ヲ立詮ンタ。

「ア ドレナリソ」ノ肺血管二封スルレ直接作用 ・・」枚縮性

デァルレ。然 シ大循環系ノ影響 ヲ受ケレバ被動性二容易

二振張スルレ。叉氣管枝 二封スルレ作用・・掻張性デアソテ

氣管枝血管 ヲ介 シタ場合 ノミ出現スルレ。(馬場抄)

腸結核 ト肝結核 トノ關係蛇 ビニ腸結核 ガ肝臓ノ

組織像二及ボス影響

佐藤次郎(北 海道馨學雑誌、第11年 、第9號)

著 者ハ腸結核 ノ肝二及 ボス 病理解剖學的及組織學的

攣化ヲ究明シ、コノ影響 ノ本態及共意義二關スルレ考察

ヲ行 ピタ リ。實験材料 トシテ北海道帝大馨學部病理學

敏室二於デ蒐集 シタルレ剖検結核226例 ヲ用ヒ、之ヲ腸

結核蛇二他 ノ臓器(圭 トシテ肺臓)二 結核竈ヲ有スルレ

55例( .21・34%)肺 結核或 ハ之ハ合併 シテ他 ノ臓器二

結核竈 ヲ有スルレモノ(腸徽 及全賭 核二非ザルレモノ)

78例(34.51%)全 均結核93例(41.15%)二 分類 シ、

ソノ三者ノ肝臓 二就テ組織學的検索ヲ行ヒ、次ノ成績

ヲ得 リ。

1)肝 臓結核形成 ノ存スルレ・・腸二結核形成ナキ結核屍

ノ78例 中2例(2.56%)ノ 極 メテ僅少ナルレニ反シ、腸

結核 ヲ有スルレ55例 中26例(47.27%)ノ 甚多数二認

メ、更二全身結核二於テハ93例 ノ中86例(92。47%)

ノ大 多数二肝結節ヲ認 メタ リ。コノ全均結核中腸結核

ヲ有スルレモノ65例 中肝結核 ヲ有スルレモノ62例 仰95
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%ナ ルレ高率ヲ示セリ。仰チ全例226例 ヲ腸結核 ヲ有ス

ルレモノト然ラザルレモノトニ匠別スルレトキ、腸結核 ヲ有

スルレモノ120例 中88例(73.33%)二 肝結核 アリ。腸結

核ヲ有セザルレモノ106例 中26例(24.53%)二 肝結核

ヲ有 ン、雨者ノ比傘二著シキ差異アリ。是等総テ114

例 ノ肝臓結核 ハ何 レモ粟粒結節ニシテ孤立性 ノモノ

ハ認メザリキ。

2)肝 臓結節ノ組織學的襯察ニヨレバ腸結核ナキ結核

屍ノ肝結節ハ乾酪愛化少クラ氏巨大細胞 ノ・少数 ニシ

テ且結締織ノ増殖ノ少量ナルレ急性結節多ク、肝小葉間

質及小葉内二殆 ドZF等二散在スルレニ反ンテ、腸結核例

及全勇結核例 二於テハ上記急性結節ノ外、乾酪竈大ナ

ルレラ氏巨態細胞及結締織多キ慢性結節 ノ多鍛 ヲ観察

シ得タリ。該結節バグリソン氏鞘、小葉周邊二出現ス

ルレモノ多シ。殊二腸結核 ヲ有スルレ全均結核ノ例 ニハコ

ノ傾向顯著ナリ。

3)A.腸 結核 ヲ有セザルレ結核屍ノ肝臓 二於テハ實質

ニハ麗血、色素沈著及脂肪量 ノ増加著明ナルレモ格子状

繊維ノ増殖ハ甚微弱ナリ。間質 ノ結締織 ノ増殖及圓形

細胞ノ寝潤モ亦少 シ。

B.之 二反シテ腸結核 ヲ合併7・ルレ結核屍二於テハー般

二肝臓二結核 ヲ有スルレト否 トニ關セズ肝實質二於テ

ハ禮血、脂肪量ノ屠加 ハ前者二比 シテ精 ζ著 ンク浮

腫、索漸裂及細胞萎縮ハ更二著 シク増加 ン、特二格子

状繊維ハ腸結核 ヲ有セザルレ場合二比ンテ著明二壇加

セルレヲ見タリ。

間質二於テモグリソン氏鞘 ヲ中心 トンテ間質結締織

及格子状繊維ノ塘殖 ノ著明ナルレモノ甚多ク、圓形細胞

ノ浸潤モ前者二比 シテ著 ンク弧 シ。

C・全均結核二於 テ・・(腸結核 ヲ95%二 有 スルレ)肝實質

ニハ脂肪ノ塘加、轡血、浮腫、索噺裂多ク且細胞萎縮、

格子獣繊維 ノ増殖著 ンク、肝間質ニモ結締織及格子状

繊維ノ塘殖及圓形細胞浸潤モ亦著明ニンテ、腸結核 ヲ

有スルレ場合ノ攣化 二類ス。

4)以 上ノ所見ヨリ腸結核 ノ存在ハ特二肝臓ノ結節形

成及肝臓ノ實質並二間質ノ組織學的病墾 ト重大ナルレ

原因的關係アルレヲ知 レリ。帥チ腸潰瘍ノ存在スルレトキ

ハ腸壁 ヲ透過セルレ結核菌 ガ門静脈ヲ蓮 ジテ肝 二至 リ

屡 く肝結核 ヲ形成スルレノミナラズ該潰瘍部 ノ種 々ナ

ルレ病的物質が門静脈 ヨリ吸牧セラレテ肝臓ニイタリ、

肝實質及間質二退行性及進行性病攣 ヲ惹起セシ2、ルレ

モノト見倣スコトヲ得ベン。(中 野抄)
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「レン トゲ ン」像 デ見 ラ レタ ー時 性 潰 潤 ノ2例

佐 々虎雄(内 外治 療 、第8年 、 第12號)

著 者 が最近 南 滞洲 保 養 院 デ 経 験 ンタ2例 ノー 時 性 寝

潤(FIUchtigeInfiltrierung)二.ツ1テ ノ報 告 デ アルレ。著

者 ハ從 來 圭 トシテ重 症 例 ノ ミヲ扱 ツ テ居 タ故 力、カ ・

ルレ例 ヲ経 験 ンタ コ トが ナ ク興 味 ヲ 感 ジ ナ ガ ラ モ 充 分

ナ ルレ説 明 ヲ爲 シ得 ナ イ デ ヰ タ所FHochstetter(Zeit、

schr.fUrTbc.Bd.64Heft.1-2.1933)ガ 之 ト酷 似 シ

テ ヰ ルレ2例 ヲ報 告 シ夫 レニ就 テ 考 察 ヲ 爲 シテ ヰ ルレノ

ニ接 ンテ多 少 得 ルレ所 ガ ア ツタ ト述 べ 原 因 及類 症鑑 別 、

Hochstetter/2例 ヲ抄 記 シ ソノ後 二i著者 ノ2例 ヲ報

告 且 考 察 ヲ爲 ンテ ヰ ルレ。

氏 ノ経 験 例1露 西 亜人 、 女 、27歳J

右 脊 上 部 呼 吸 音 多少 組 槌、「ギ ブス」床 デ安静(第 三 、四

胸 椎 「カ リエス 」)熱ハ殆 ン ド鉄 如 、6月8日 カ ラ時折

37。.2-37つ 。3C、6月9日 右 脊 上部 緊 張痛 、所 見 二攣i化

ナ ン。6月15日 「レ ソ トゲ ン」透 覗 及撮 影、 横 隔 膜 運

動 略 く尋常 、 右 肺 第 二 、第 三 肋 間 二相 當 シテ透 覗 デ既

二著 明 ノ陰影 ヲ認 ム。 コ ノ前 後 二左 肺 尖 二 「ラッセ ルレ」

様雑 音 雨3同 ア リ シモ右 肺 爾 ホ所 見 ナ ・Y。6月21日

初 メテ コ ノ陰 影部 二相 當 ンテ乾 性 羅 音 聴 取 。7月1日

右 肺 上部 少 倣 ノ水 泡 音.但 ン是 等所 見 バー 時 性 デ ソノ

後 退 院 時 マ デ 聴 打 診 上 所 見 ナ ン。 微 熱 ハ6月 末 頃 マ

デ 、 以後 ノ・殆 ド無 熱 。6月17日 「レ ン トゲ ン」撮 影 ニ

テ右 肺 陰 影 完 全 二清 失 。 退 院 時8月24日 及9月 下 旬

「Vン トゲ ン」撮 影
、 陰 影 ヲ認 メ ズ。 咳 漱 殆 ド鉄如 、少

量 ノ 粘 液 性 喀 疾 ア リ ンモ結 核薗 常 二(一)。 赤沈6月

30日 、18(1時 間)、36(2時 間)、8月1日 、6(1時 一

間)、17.5(2時 間)。 マ ン トー氏 反 胞i2同 共 中 等 度 陽

性(2000倍 稀繹 「ツ ベルレク リ ン」)。

例2男18歳 、 中學 生 。

患 者 ノ長 兄 ハ肺 結 核 ト シテ治療 サ レタ コ トア リ。末 弟

ハ3歳 ノ時 拶 膜 炎 デ死 亡 。 患 者 昨 年12月 ハ 校 磐 カ ラ

脊 椎 「ヵ リエ ス」ノ疑 ノ下 二 「ギ ブス」床使 用 、但 ン自昼

症 朕 歓 如 、 當 時 多 少 ノ咳漱 、無 熱 。4月 二至 リ疲 勢 シ

易 ク37℃ 位 。5月10日 寒 冒 ノ爲 突 然39℃ 、6月24

日入 院 。

入 院 時 所 見 及 経 過 殆 ド無 熱 、咳漱 ナ シ。 喀 疾 少 量粘

液 性 、 結 核 菌(一)、 「カ リエ ス」 ヲ 疑 ハ シ メルレ所 見 ナ

シ。 右 胸 第 三 、第 五 肋 骨 邊 二相 當 ンテ特 二外 側 部 短 調

ナ ルレモ聴 診 上所 見 ナ ン。右 脊 中 央部 短 調 少 藪 ノ水 泡 音

ア リ。結 核 菌8月19日 「が フ キー・・一」llア リシ ノ ミニ テ
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ソ ノ後(一)。 赤 沈5月26日10(1時 間)、29(2時 間)、

45(3時 間)、9月16日9(1時 間)、17(2時 間)、22

(3時 間)一 般 症 状 良 好 。

「レ ンゲ ン」所 見6月27日 撮 影、 右 胸 第 四 、第 五 肋

間 二相 當 ンテ特 二外 側 部 二相 當 廣 汎 ナ ルレ著 明 ノ陰影

ヲ認 ム。7月21日 、 透 覗 、 全 然清 失、 結 核 性 早 期 潤

デ好 都 合 ノ経 過 ヲ トッ タ モ ノ ト推 定 。

早期 浸 潤 が カ ・ルレ経 過 ヲ トルレコ トアルレハ 從 來 考 ヘ ラ

レ/テヰ タ ヨ リモ、ハ ルレカ ニ屡1デ ア ルレト云 ハ レノテ ヰ ルレ

ーニモ不 拘 、 報 告 例 ノ少 イ ノ ・・、 コ ノ浸 潤 ・・fliichtig

デ アルレ上 二 症状 ガ輕 微 デ ア ルレカ叉 ハ 猷 如 シテ ヰ ルレ爲 、

偶 然所 見 二依 ルレモ ノ ガ多 イ故 ト思 バ レルレ。故 ニ カ ・ルレ

浸 潤 ヲ観 過 セ ヌ爲 ニ ハ「レソ トゲ ン.」検 査 ヲ從 來 ヨ リ屡

ζ反 復 ス ルレコ ト ヲ必 要 トス ル。早期 浸 潤 ノ治 療 ニ ツ ィ

テ・・人 工 氣 胸 が理 論 的 デ ハ ア ルレカ"カ ・ルレfliichtigノ

モ ノ ガ少 ク ナ イ カ ラ、暫 ク ハ被 護 的療 法 ニ ヨ リ経 過 ヲ

観 察 ン吸 」枚ノ傾 向 ガ ナ イ カ、叉 ハ崩 士婁ン 恐 レ アルレヲ知
コ

ツ タ時 二始 メ テ積 極 的 療 法 ヲ 行 フ ノガ ヨ リ理 論 的 デ

ハ ナ イカ ト著 者 ハ述 べ テ ヰ ルレ。 ・「荒木 抄)
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